
「ちよだスマートスクール」の実現に向けたこれまでの取組
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「GIGAスクール構想」保護者向け
オンラインセミナー開催のお知らせ

主催 千代田区教育委員会事務局

子ども部 指導課 03-5211-4286

区立幼稚園・こども園・
小・中・中等教育学校の
保護者の皆様へ

令和３年７月17日（土）午前10時から午前11時30分まで開催日時

第１部 午前10時から午前10時30分まで
（１）「GIGAスクール構想」ってなに？
（２）区の取組と今後の方針について

第２部 午前10時30分から午前11時30分まで
講演会
「知っておきたい！情報社会に生きる子どもたちの情報モラルについて」
講師 株式会社 教育ネット

国の「GIGAスクール構想」の実現にともない、千代田区においても児
童・生徒に一人一台のタブレット端末を貸与いたしました。

そこで、保護者の皆様にも、区の取組や情報社会に生きる子どもたち
の情報モラルについて理解を深めていただきたく、本セミナーを開催す
ることとしました。

YouTubeでライブ配信を行います。視聴を希望される方は
７月15日（木）までに、次の２次元コード又はURLから一度
アクセスの確認を行ってください。

視聴方法

子どもがタブレット端末を持って
帰ってきた！なぜ？どうして？
学校、家での活用方法を教えます。

令和３年６月吉日

https://survey.edu-net.work/7amp7grz9zfgr9r5zx

その他 当日視聴ができない場合は、セミナー実施後７月末日まで、
次の２次元コード又はURLからライブ配信の録画を視聴する
ことができますので、ぜひご覧ください。

初任者・異動者を対象とした研修

クラウドを活用した実践事例の共有

令和３年度実践事例集授業指針 リプレース編授業指針 スタート編

第１回保護者向けセミナー 第２回保護者向けセミナー 保護者向けリーフレット 令和４年度保護者向けセミナー 児童・生徒向けハンドブック

※管理職、教員にアンケート調査を実施（５、10、１月）
※児童・生徒、保護者にアンケート調査を実施（１月） ※教員、児童・生徒にアンケート調査を実施（12月）
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教員のＩＣＴ活用指導力の状況（16小項目別）

出典：令和３年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果（概要）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00026.html?fbclid=IwAR1mMvFloG0Eywbl-DgIo2oGfefz9fKsEBkJYbqNluhnZ7xK-NUzDeVBwJM

項⽬Ａ
平均95％

項⽬Ｂ
平均87％

項⽬Ｃ
平均88％

項⽬Ｄ
平均94％
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本区



令和４年度 情報活用能力に関する実態調査の結果（小学校低学年）
マーカー部分は、「当てはまる」の回答率が50％以下の設問

回答数＝1093
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1.コンピュータのでんげんを⼊れることやきるそうさができる

2.しゃしんやどうがをさつえいすることができる

3.キーボードなどで⽂しょうをうつことができる

4.⼈のつくったものを⼤せつにするようにしている

5.じぶんや友だちのこ⼈じょうほうをほかの⼈におしえないようにしている

6.ID（アイディー） やパスワードを⼤せつにかんりするようにしている

7.コンピュータやインターネットをつかいすぎないようによくかんがえるようにしている

8.みぢかな⼈にきいたり、みのまわりのばしょからしらべたりすることができる

9.かんさつなどしらべることができる

10.しらべたことをえやずにかくことができる

11.こえの⼤きさやまのとりかたを⼯ふうしてはっぴょうすることができる

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 質問の意味がわからない



令和４年度 情報活用能力に関する実態調査の結果（小学校中学年）

マーカー部分は、「当てはまる」の回答率が50％以下の設問

回答数＝920
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1.コンピュータの起動や終りょうのそうさ作ができる

2.写真や動画をさつえいすることができる

3.キーボードなどで文章を打つことができる

4.アプリで画ぞうや動画をへん集することができる

5.インターネットをけんさくして調べることができる

6.コンピュータを活用して友だちと意見交かんしたり協力してしりょうや作品を作ったりすることができる

7.人の作ったものを大切にするようにしている

8.自分や友だちのこ人じょうほうを他の人に教えないようにしている

9.ID やパスワードを大切にかん理するようにしている

10.インターネット上には、役立つじょうほうの他に正しくないじょうほうやきけんなじょうほうもあることをよく考えるようにしている

11.コンピュータやインターネットの使いすぎによるけんこうへのえいきょうをよく考えるようにしている

12.身近な人に聞いたり、身近な場所から調べたりすることができる

13.見学やインタビューなどの調さ方ほうで調べることができる

14.地図や図書などのしりょうから調べることができる

15.実けんやかんさつで調べることができる

16.ものごとをくらべて、にたことやちがうことを考えることができる

17.手じゅんを図で表すことができる

18.調べたことをかんたんな絵や図に整理することができる

19.調べたことを表やグラフに整理することができる

20.しりょうから、とくちょうやへん化を読み取ることができる

21.文や写真、動画などを組み合わせて、まとめることができる

22.声の大きさや間の取り方を工夫して発表することができる

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 質問の意味がわからない
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1.写真や動画をさつえいすることができる
2.キーボードなどで文章を打つことができる

3.ファイルを保存して、フォルダに整理することができる
4.アプリで画像や動画を編集することができる

5.インターネットを検さくして調べることができる
6.調べたことやまとめたことを送ったり受け取ったりすることができる

7.インターネットや新聞などの情報を伝えるメディアの特ちょうをよく考えるようにしている
8.プログラムで、コンピュータが動いていることをよく考えるようにしている

9.コンピュータのプログラムを作ったり、直したりすることができる
10.コンピュータを活用して友達と意見交かんしたり協力して資料や作品を作ったりすることができる

11.コンピュータやインターネットによって、生活や産業が変化していることをよく考えるようにしている
12.自分や友達の個人情報を他の人に教えないようにしている

13.インターネット上のコミュニケーションで、相手と心のすれちがいが起きないようにしている
14.ID やパスワードを大切に管理するようにしている

15.インターネット上には、役立つ情報のほかに正しくない情報やき険な情報もあることをよく考えるようにしている
16.発信した情報に対して責任があることをよく考えるようにしている

17.コンピュータやインターネットの使いすぎによる健康へのえいきょうをよく考えるようにしている
18.見学やインタビューなどの調査方法で調べることができる

19.地図や図書などの資料から調べることができる
20.実験や観察で調べることができる

21.ものごとを比べて、似たことやちがうことを考えることができる
22.考えとその理由をつなげて考えることができる

23.ものごとを分解したり、まとめたりして考えることができる
24.調べたことを表やグラフに整理することができる

25.資料から、特ちょう、けい向、 変化を読み取ることができる
26.文や写真、動画などを組み合わせて、 まとめることができる

27.声の大きさや間の取り方を工夫して発表することができる
28.調べたりまとめたりする計画を立てることができる

29.調べたりまとめたりしたことを振り返り、改ぜんすることができる
30.インターネットや新聞が伝える情報には、発信者の意図が含まれていることをよく考えるようにしている

31.調べたことや読み取ったことを参考にして、自分なりの考えを伝えるようにしている

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 質問の意味がわからない

令和４年度 情報活用能力に関する実態調査の結果（小学校高学年）
マーカー部分は、「当てはまる」の回答率が50％以下の設問

回答数＝764
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1.キーボードなどで文章を打つことができる
2.ファイルを保存して、フォルダに整理することができる

3.アプリで画像や動画を編集することができる
4.目的に応じてアプリを使い分けることができる

5.インターネットを検索して調べることができる
6.調べたことやまとめたことを送ったり受け取ったりすることができる

7.ファイルを扱うときに、データの大きさをよく考えるようにしている
8.インターネットや新聞などの情報を伝えるメディアの特徴をよく考えるようにしている

9.コンピュータのプログラムを作ったり、直したりすることができる
10.コンピュータを活用して友達と意見交換したり協働で資料や作品を制作したりすることができる

11.コンピュータやインターネットによって、生活や産業が変化していることをよく考えるようにしている
12.自分や友達の個人情報を他の人に教えないようにしている

13.インターネット上のコミュニケーションで、相手と心のすれ違いが起きないようにしている
14.ID やパスワードを大切に管理するようにしている

15.インターネット上には、役立つ情報のほかに正しくない情報や危険な情報もあることをよく考えるようにしている
16.発信した情報に対して責任があることをよく考えるようにしている

17.コンピュータやインターネットの使いすぎによる健康への影響をよく考えるようにしている
18.見学やインタビューなどの調査方法で調べることができる

19.地図や図書などの資料から調べることができる
20.実験や観察で調べることができる

21.ものごとを比べて、似たことや違うことを考えることができる
22.考えとその理由をつなげて考えることができる

23.ものごとを分解したり、まとめたりして考えることができる
24.調べたことを表やグラフに整理することができる

25.資料から、特徴、傾向、変化を読み取ることができる
26.文や写真、動画などを組み合わせて、まとめることができる

27.声の大きさや間の取り方を工夫して発表することができる
28.調べたりまとめたりする計画を立てることができる

29.調べたりまとめたりしたことを振り返り、改善することができる
30.インターネットや新聞が伝える情報には、発信者の意図が含まれていることをよく考えるようにしている

31.調べたことや読み取ったことを参考にして、自分なりの考えを伝えるようにしている

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 質問の意味がわからない

令和４年度 情報活用能力に関する実態調査の結果（中学校・中等）
マーカー部分は、「当てはまる」の回答率が50％以下の設問

回答数＝1069



「ちよだスマートスクール」の現在地と今後の方向性

教師と⼦どもが
つながる学び

⼦ども同⼠が
つながる学び

⼦ども⾃⾝が学習
⽅法を決める学び

教師による大型提示装置の活用は
ほぼ100％（令和３、４年度アンケート調査結果）

学習者自身がデジタル教科書やデジタル教材等を活用オンラインを活用した遠隔授業

クラウドを活用した協働的な学び・探究的な学び

学習履歴を活用した自己調整学習

Formsを活用したアンケート調査

教師は授業改善を図り、ファシリテーターへ

これからの学校教育において、子供がICTを活用しながら自ら学習を調整しながら学んでいくことができるよう、
「個に応じた指導」を充実することが必要

中央教育審議会 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～ 令和3年１月26日より抜粋


